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昨年度の1997年11月と1998年3月に石川県鳳至郡能都町真脇遺跡と石川県石川郡野々市

町御経塚遺跡から出土した縄文土器を13点測定していたが,末報告であったのでその結果

を報告するものである.

すでに1996年度の業績報告書でのべたことであるが (山本1997),本研究の目的は,縄

文時代における土器型式のAMS14C年代をあきらかにすることである.その方法は,土器

型式が明確な縄文土器に付着した炭化物を試料に,タンデトロン加速器質量分析計で14C年

代測定をおこなうものである.試料採取 ･試料調整 ･14C年代測定についても従来の方法を

踏襲しており (山本1997･1998),採集した試料は表1にしめすとおりである.

測定の結果は表2にしめすとおりで,測定値の樹輪校正はおこなっていない.ここ2年間

にわたって北陸地方の土器型式の明確な縄文土器に付着した炭化物を試料にAMS14C年代測

定をおこなってきており (山本1997･1998),それらのなかで信頼度の高い測定値をえら

びだして作製したものが表3である.なお,これらの測定値も樹輪校正はおこなっていない.
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表 1 採取試料一覧表 (重量の単位はmg.種類の混合は炭成分とフミン酸の混合をあらわす)

試料番号 遺跡名 時期 土器型式 器種 付着部位 試料重量 種類 重量 収率 挿図番号

17MWKOl 真脇

17MWKO3 真脇

17MWKO5 真脇

17MWKO9 真脇

17MWK17 真脇

17MWlく21 真脇

17MWK24 真脇

17MWK28 真脇

前期 規ヶ森古

前期 規ケ森新

前期 福浦上層

前期 真脇

前期 朝日下層

中期 新保

中期 新保新

中期 新崎

深鉢 外面 ･胴部

深鉢 外面 ･口綾部

深鉢 外面 ･口綾部

深鉢 内面 ･口綾部

深鉢 外面 ･胴部上半

深鉢 外面 ･胴部

深鉢 外面 ･口綾部

深鉢 外面 ･口綾部

170KD23 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 外面 ･口縁部

170KD24 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 内面 ･口縁部

170KD25 御経塚 後期 加曾利Bl深鉢 外面 ･口綾部

170KD14 御経塚 後期 井口Ⅰ 深鉢 内面 ･胴部下半

170KDO4 御経塚 晩期 中屋Ⅲ 深鉢 内面 ･胴部上半

348.21 炭成分 24.92 7.2

586.87 炭成分 51.88 8.8

334.46 炭成分 61.13 18.3

597.28 炭成分 12.42 2.1

613.00 炭成分 24.55 4.0

513.00 炭成分 17.61 3.4

369.17 炭成分 23.62 6.4

397.24 炭成分 11.90 3.0

143.97 炭成分 6.83 4.7

66.12 消失 計測不能

196.24 炭成分 16.31 8.3

537.84 炭成分 102.6619.1

101.85 混合 33.52 32.9

表 2 測定結果一覧表

試料番号 遺跡 時期 土器型式 種類 重量 ∂13C(‰) 14cyrBP 測定コー ド番号

17MWKOl 真脇

17MWKO3 真脇

17MWKO5 真脇

17MWKO9 真脇

17MWK17 真脇

17MWK21 真脇

17MWK24 真脇

17MWK28 真脇

170KD23 御経塚

170KD24 御経塚

170KD25 御経塚

170KD14 御経塚

170KDO4 御経塚

前期 規ケ森(古)

前期 硯ケ森(新)

前期 福浦上層

前期 真脇

前期 朝日下層

中期 新保

中期 新保(新)

中期 新崎

後期 加曾利Bl

後期 加曾利Bl

後期 加曾利Bl

後期 井口Ⅰ

後期 中屋

170KDO4 御経塚 後期 中屋

炭成分

炭成分

炭成分 61.13

炭成分 12.42

炭成分 24.55

炭成分 17.61

炭成分 23.62

炭成分 11.90

炭成分 6.83

消失

未測定 4780±110

末測定 5010±130

未測定 4340±120

未測定 4750±110

未測定 4460±120

未測定 4600±120

未測定 4350±180

未測定 4170±140

未測定 3070±110

測定不能

炭成分 16.31 未測定 3790±110

炭成分 102.66 未測定 2940±100

混合 33.52 未測定 1830±110

混合 33.52 未測定 1760±110

NUTA15878

NUTA-5879

NUTA-5880

NUTA-5881

NUTA-5882

NUTA-5883

NUTA-5867

NUTA-5868

NUTA-5863

NUTA-5864

NUTA-5865

NUTA-5533

NUTA-5866
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表 3 北陸の縄文時代前期後半～晩期土器型式のAMS14C年代一覧表

試料番号 遺跡名 時期 土器型式 種類 ∂13C(‰) 14cyrBP 測定コー ド番号

17MWKO3 真脇 前期 規ケ森

17MWKO9 真脇 前期 真脇

17MWK21

17KTI二)01

17KTI二)06

17KTI:)04

炭成分 未測定 5010±130

炭成分 未測定 4750±110

真脇 中期 新保

北塚 中期 古串田新

北塚 中期 串田新 Ⅰ

北塚 中期 大杉谷

17KY(二)1

17KY(こ)5

170KD10

170Kl⊃16

気屋 後期 気屋

気屋 後期 気屋

御経塚 後期 井口Ⅱ

炭成分 未測定

炭成分 -22.47

フミン酸 未測定

炭成分 -23.62

NUTA-5879

NUTA-5881

4600±120

4490±130

4390±110

4040±90

NUTA-5883

NUTA-4940

NUTA-4943

NUTA-4942

炭成分 未測定

フミン酸 未測定

炭成分 未測定

御経塚 後期 八日市新保 混合 未測定

3530±130

3460±110

3230±100

3030±90

NUTA-5649

NUTA-5483

NUTA-5647

NUTA-5526

170Ki⊃07
170KD01

170KD02

170KD02

17SMN01

170K二DO6

170KDO6

御経塚 晩期 御経塚

御経塚 晩期 中屋

御経塚 晩期 中屋

御経塚 晩期 中屋

下野 晩期 下野

御経塚 晩期 下野

御経塚 晩期 下野

混合 未測定 2950±120

混合 未測定 2670±110

混合 未測 定 2740±120

炭成分 未測 定 2690±100

混合 末測定 2600±100

混合 未測定 2710±100

炭成分 未測定 2700±80

NUTA-5530

NUTA-5531

NUTA-5532

NUTA-5645

NUTA-5528

NUTA-5529

NUTA-5646
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